
こわ～い！インターネットの闇社会！ 
子どもたちの姿が見えていますか？ 

愛媛県教育委員会  

 

 インターネットの普及や携帯電話・スマートフォンの発達は、私たちの生活や文化に革命的な進展

をもたらし、学校教育や子どもたちの生活の中でも活用されるようになりました。一方で、インター

ネット上では有害情報が氾濫し、殺人、自殺、誹謗（ひぼう）中傷など、有害サイトが原因となる事

件や事故が多数起きています。本県においても詐欺、脅迫、誹謗中傷、性犯罪などの被害にあった児

童生徒がおり、情報化が進展する中で、未来を担う子どもたちが被害に巻き込まれず、また加害者と

なることがないように安心して正しくインターネット等を活用できる環境を作り出すことが喫緊の課

題となっています。 

 この資料を活用し、インターネットや携帯の利用の仕方について家庭でしっかりと話し合ってみて

ください。 

 

 

 

 文部科学省のいじめ実態調査で、パソコンや携帯での誹謗（ひぼう）中傷によるいじめの件数を調

べたところ、小学校で１，５９１件、中学校３，９０９件、高等学校１，６２２件、特別支援学校で

７８件の計７，２００件が確認されました。 

 そのいじめの多くは、「ＬＩＮＥ」など、インターネット上の様々なコミュニケーションツールを利

用したものです。 

 （コミュニケーションツールに関する用語） 

ＬＩＮＥ スマートフォン、タブレット、パソコンで利用できるアプリで、利用者双方が、

アプリをインストールしておけば、 無料で利用できる。 

ＳＮＳ ソーシャル・ネットワーキング・サービスの略。コミュニケーションや情報交換

を目的とした登録制のウェブサイト。 

チャット インターネットや携帯で、不特定多数の人と文字をつかっていろいろな会話がで

きる仕組み。 

ブログ ウェブログの略。日記を書くような感覚で簡単に記事を更新できるサイト。読ん

だ人がコメントを書き込んだり、自分のサイトにリンクを貼れたりする機能がつ

いている。 

プロフ プロフィールの略。いくつかの質問に答える形で自分の好きなものや趣味を紹介

する自己紹介サイトを指すことが多い。 

掲示板 情報・意見交換、コミュニケーションなどを目的に手軽に書き込みができるウェ

ブサイトの機能。 

 

 

○ 「ＬＩＮＥ」、「ＳＮＳ」、「チャット」、「ブログ」って何？ 



                     

 

 フィルタリングサービスとは、危険な有害サイトをサーバでシャットアウトするサービスで、「ホワ

イトリスト方式」と「ブラックリスト方式」の２種類があります。 

ホワイトリスト方式 子どもにとって安全で有益と思われる、一定の基準を満たしたサイトのみ

にアクセス可能で、それ以外のサイトへのアクセスを制限する方式。 

ブラックリスト方式 原則すべてのサイトにアクセス可能ですが、出会い系やギャンブル等、子

どもに有害と思われる特定のサイトへのアクセスだけを制限する方式。 

 

※青少年が安全に安心してインターネットを利用できる環境の整備等に関する法律 

          青少年のインターネットを適切に活用する能力の習得に必要な措置を講じると 

         ともに、フィルタリングサービスの利用の普及などを図ることにより、青少年が 

         安全に安心してインターネットを利用できるようにして、青少年の権利の擁護に 

         資することを目的として、制定された。 

 

 

 

※ 愛媛県ＰＴＡ連合会・愛媛県教育委員会・愛媛県が協力して、平成２７年１１月に作成したリ

ーフレットです。これを参考に、ぜひご家族で一度家庭のルール作りのために話し合ってみては

どうでしょうか？ 

  

 

○ フィルタリングサービス（アクセス制限サービス）って何？ 

○ トラブルから子どもを守るために、ルールを親子で話し合って決めましょう。

何？ 


